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ラーニングアシスタント (LA) とは？

LAとは、学生が積極的に参加できる学習環
境を作ることで、学生のディスカッション
を促す学部学生のこと。



カリキュラムと
コースの変革

大学の変化
学問分野に根ざした

教育研究

教員の採用と準備

LA

ラーニングアシスタントモデルのゴール

大学の規模—教員の学

び、研究に対するプロ
グラムの反応および大
学の変化に重点をおい
ている

コースの規模—LAの

学びも含め、学生の
学びに重点を置いて
いる



LA体験の3つの要素

● 授業内容
● 実践
● 教授法



実践：LAは、学生と共感
する。学生を気にかけ、
学生の学びを助ける

教授法： LAは週に一度

の教授法コースで、実
践的教授法と学習理論

について学ぶ

授業内容：LAは指導チー

ムの一員として、授業の
計画を立て教員に伝える



実践：LAは、学生と関わ
る。学生を気にかけ、学
生の学びを助ける

教授法： LAは週に一度

の教授法コースで、実
践的教授法と学習理論

について学ぶ

授業内容：LAは指導チー

ムの一員として、授業の
計画を立て、教員に伝え

る
メンタリング研修
を受けた上級LAは
、新人LAのメンタ

ーになる



従来

学生

LAを使ったコース変革の一般的なモデル
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従来

学生

LAを使った変革

ラーニング
チーム

LAを使ったコース変革の一般的なモデル

LAは指導チームの一員

GTA

大学院生ティーチ
ングアシスタント
(GTA) が時折一緒
に活動する



大教室での講義 小教室での講義 インタラクティブな講義

研究室や小グループ環境

オンライン授業

オフィス

教員または大学院生TA (GTA)

CUボルダー校における様々なLAの活用法
LA



• コースにおける学生の学習成果が改善 (Pollock, 2009)

• 専門入門科目の落第が減った (Alzen, Landgon, Otero, 2018)

• LAを経験した学生は卒業まで頑張ることが多くなった (Otero, 

2015)

• 学業面と社会面で学生にとってインクルーシブな環境になった

(Top, 2019)

• 大学の変化 (Goertzen, Brewe, Kramer, Wells, & Jones, 2011)

LAプログラムの与える様々な影響



天体
物理学

化学/
生化学

数学

エコロジー
/進化生物学

教育

大気学 & 
海洋学

物理学

分子生物学

応用
数学

コンピュータ
サイエンス、
環境学

ロシア語、
英語、
ビジネス

社会人教育、

歴史増加するLAプログラム:CUでの年間LA採用人数
工学、

心理学 & 神経科学

学部がLAを使い
始めた年



LA導入後、化学専攻学生の学習成果が向上

LA導入前の

積極的な授
業参加



化学専攻学生の
アメリカ化学会アセスメントのスコア

LA導入前の

積極的な授
業参加

LA導入後の積極的な授業参加



LAs were used in 
students’ freshman 

course

1年生のコースで
LA未導入

Same Electricity and Magnetism Test* but taken after completing junior-level E&M

物理学専攻学生における縦断効果

Pollock, S. (2009). PhysRev: ST Phys Ed. Rsrch 5, 020110, 1-8 
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電気磁気の専門課程修了後に学生が受けたテスト

Students who 
were LAs in the 

freshman course



1年生のコースで
LAを導入後

1年生のコースで
LA未導入

Same Electricity and Magnetism Test* but taken after completing junior-level E&M

物理学専攻学生における縦断効果

Pollock, S. (2009). PhysRev: ST Phys Ed. Rsrch 5, 020110, 1-8 
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電気磁気の専門課程修了後に学生が受けたテスト

Students who 
were LAs in the 

freshman course



1年生のコースで
LAを導入後

1年生のコースで
LA未導入

１年生のコースでLA
だった学生

Same Electricity and Magnetism Test* but taken after completing junior-level E&M

物理学専攻学生における縦断効果

Pollock, S. (2009). PhysRev: ST Phys Ed. Rsrch 5, 020110, 1-8 
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電気磁気の専門課程修了後に学生が受けたテスト
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% LAs

(n = 173)

% non-LAs

(n = 9215)

6年で卒業 97.1% 88.3%

卒業率：
LAは、LA未経験の同条件の学生より卒業率が高い

Otero (2015)

マッチング基準：
✔予測GPA +/- 0.1

✔LA 経験学期中のクラスレベル
✔LA経験学期時点で在籍しているカレッジ
✔ 性自認



2001年から2016年にかけて化学、物理学、微積分専攻の32,071
名の学生を対象に実施した研究

● LA導入と未導入の両環境での教授体験のある教員を含めた
● LA導入コースを少なくとも１つ受講した学生をLA導入コース
を受講したことがない学生と比較した

結果：化学、物理学、微積分の落第率は、LA導入課程を少なく
とも１つ受講した学生において60%低下した

Alzen, Langdon, Otero (2018)

少なくとも1つの授業におけるLAとのやりとりは、
その後のコースの継続と関係している



一部のLAは学校の先生になっている

LA導入前

教員免許を取って卒業したSTEM (科学・技術・工学・数学)
学生の人数

LAプログラムをCUの全学部で導入



コ
ー
ス
落
第
率

合衆国の他大学における
LA支援ありSTEMコースの落第率

LA支援ありコースでは
落第率が低い



2013年LA

プログラ
ム開始

物理学部がLA導入後、物理学専攻学生が増加



2013年LA

プログラ
ム開始

物
理
学
専
攻
の
女
性

(%
)

物理学部がLAプログラム開始後、物理学専攻の女性
が増加

年
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Franklin, S. (2018)

落第率：LA導入コースと学部ごとの平均

コ
ー
ス
落
第
率
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Franklin, S. (2018)

落第率：LA導入した教員とLA未導入の教員の比較

コ
ー
ス
落
第
率



410人

採用したLA

の人数

100コース

LA支援ありの
コース

4

CU内のカレッ
ジ

24,736人

LA支援ありコー
スを受講した人数

*

15学部

参加学部

2018年秋から2019年春

プログラム実施費用：LA支援ありコース受講学生
一人当たり $50.00**

*報告されている在籍者数（延べ人数）
**延べ人数をもとに概算

CUボルダー校のある１年



Top (2019)

LAモデルがこれらの成果
を生み出すしくみ



1. 学生は学部学生LAとのやりとりをどう思って
いるか？

2. 学生は大学院生TA (GTA)とのやりとりをどう
思っているか？

3. これらのやりとりがいかにして学習効果や継

続、粘り強さといった価値ある成果につなが
っているのかを説明できるモデルはどれか？

Top (2019)

リサーチクエスチョン



データソース：学生との面接とLAが書いた省察
研究手法：定性的コーディング
データ：
• LA支援ありの化学の授業を受講している24名の学生との面接

• 12の面接質問のうち、2つを分析した

■ 担当のLAについて説明してください。
■ LA と GTAの違いは何ですか。

• 794名のLAによる授業の省察

■ 「LAである」とはどういうですか。

データと手法



クエスチョン１の結果：学生は担当LAとのやりとりをどう思っているか？
3つの主要カテゴリー

知識
LAは
● 一般的な知識がある

● 受けたばかりだからこ
の授業特有の知識があ
る

● 学問分野の知識がある
● 「新しい」知識がある

● 私たちの知識開発に投
資している

LAは
● もっと上手に説明できる
● 手助けする前に私が何を
知っているか理解する

● 答えをくれるのでなく知
識の構築を手伝ってくれ
る

● 一般的な支援をする

教授法 社会/情緒

LAは
● 私と似ている
● 私を理解している
● 私を気にかけている
● 近づきやすい
● 人柄が良い
● 「『自分はバカだな』とこ
ちらに感じさせることなく
私が何を知っているか理解
する」

回答の18％ 回答の50%回答の29%



クエスチョン2の結果：学生は、大学院生ティーチングアシスタント
(GTA) とのやりとりをどう思っているか？

知識
GTAは
● LAより多くのこと/LAと異
なることを知っている

● 「こちらより上だと思っ
ていた」

● 「ずっと前に受けたから
この授業特有の知識はな
い」

教授法
GTAは
● 私たちと違う
● 権威を持っている人
● 私たちを理解していない
● たまに落ち着かない気分
にさせる

● 「そばに立って見下ろし
ている」

● 威圧的
● よく助けてくれる

社会/情緒
GTAは: 
● 授業を運営する

● どちらかというと「教
員」みたい

● 「成績評価を担当して
いる」

● こちらが尋ねているこ
とをあまり理解しなか
った

● 説明のレベルが高すぎ
ることがある



クエスチョン3の結果：授業にLAが参加する
ことが価値ある成果につながっている理由を

説明できるモデルは何か？



教授法
GTA (と教授) は、情報と

成績、教室の主導権を握
っている

知識
GTA (と教授)は、
その学問分野と大学の
正当な参加者と
みなされている

社会情緒
GTA (と教授) には、共感

しづらく、近づきにくい

説明モデル



知識
GTA (と教授)は、
学問分野と大学の
正当な参加者と
みなされている

社会情緒
GTA (と教授)には、共感
しづらく、近づきにくい

教授法
GTA (と教授) は、情報と

成績、教室の主導権を握
っている



知識
GTA (と教授)は、
学問分野と大学の
正当な参加者と
みなされている

社会情緒
GTA (と教授)には、共感
しづらく、近づきにくい

教授法
GTA (と教授) は、情報と

成績、教室の主導権を握
っている

GTAと教授は
大学の構造の中
に組み込まれて
いる



一方、学部学
生は大学の構
造と離れたと
ころにいる

知識
GTA (と教授)は、
学問分野と大学の
正当な参加者と
みなされている

社会情緒
GTA (と教授)は、共感し
づらく、近づきにくい

教授法
GTA (と教授) は、情報と

成績、教室の主導権を握
っている

学部学生



しかし、LAは、
学生たちと大学
の構造の両方に
属している

学部学生

知識
LAは、指導

チームの正当なメンバー
とみなされている

社会情緒
LAは、「私たちが感じていること理解し、

私たちが経験していることや私たちとどう
やりとりしたらいいかを知っている」

教授法
LAは、教授内容とイン

クルーシブな教授法の
特別研修を受けている



学生の
自己意識

LAは近づきやすい

LAは私を理解している

LAは私と似ている

LAはこの授業特有の知識がある

LAは一般的な知識がある

LAは「新しい」知識がある

「私たちの知識開発に投資している」

LAは私を気にかけている

知識

社会情緒

教授法



学生の
自己意識

知識

社会情緒

教授法

LAは「扉」の場所をまだ

知っているので学生をそ
の学問分野に招待するこ
とができ、「私を招待す
る」

LAは教授法の内容の知

識があり、「私の学び
を助ける」

LAはインクルーシブ

な教授法を使って、
「私を含める」



学生の

自己意
識

知識

社会情緒

教授法

LAは「扉」の場所

をまだ知っている
ので学生をその学
問分野に招待する
ことができ、「私
を招待する」

LAはインクルー

シブな教授法を
使って、「私を
含める」

LAは学生と学問の場をつな
いで、その2つの統合を促し
、所属意識を高める LAは教授法の内容の知識が

あり、「私の学びを助け
る」



社会面と
学業面の

統合と所属意識

これまで価値が
あるとされていた

成果

直接的相関関係



社会面と
学業面の
統合

これまで価値があ
るとされていた成

果

Direct Correlation

説明モデル
Much Research on Integration, Belonging, and Achievement

Astin, A. W. (1984). Student involvement: A developmental theory for higher education. 

Journal of college student personnel, 25(4), 297-308.

DaDeppo, L. M. (2009). Integration factors related to the academic success and intent to 

persist of college students with learning disabilities. Learning Disabilities Research & 

Practice, 24(3), 122-131.

Hausmann, L. R., Ye, F., Schofield, J. W., & Woods, R. L. (2009). Sense of belonging and 

persistence in White and African American first-year students. Research in Higher 

Education, 50(7), 649-669.
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Longerbeam, S. D. (2007). Examining sense of belonging among first-year undergraduates 

from different racial/ethnic groups. Journal of College Student Development, 48(5), 525.

McKay, V. C., & Estrella, J. (2008). First-generation student success: The role of faculty 

interaction in service learning courses. Communication Education, 57(3), 356-372.

Miller, A. L., Williams, L. M., & Silberstein, S. M. (2019). Found my place: the importance of 

faculty relationships for seniors’ sense of belonging. Higher Education Research & 

Development, 38(3), 594-608.

O'Keeffe, P. (2013). A sense of belonging: Improving student retention. College Student 

Journal, 47(4), 605-613.

Severiens, S. E., & Schmidt, H. G. (2009). Academic and social integration and study progress in 

problem based learning. Higher Education: The International Journal of Higher Education 

and Educational Planning, 58(1), 59-69.

Vaccaro, A., & Newman, B.M. (2016). Development of a Sense of Belonging for Privileged and 

Minoritized Students: An Emergent Model. J. of College Student Development 57, 925.

Zumbrunn, S., McKim, C., Buhs, E., & Hawley, L. R. (2014). Support, belonging, motivation, and 

engagement in the college classroom: A mixed method study. Instructional Science, 42(5), 

661-684.



LAは授業内容、コース、

スクールに関する知識
がある

LAは教授法実践
を活用する

このモデルを
別の形で表す 知識

教授法

私の学びを助け
る：教授学的な文
脈の知識を活用す

る

LAは私を気に
かける

社会情緒

私を招待する：学
問分野と大学の中

に

私を含める

：インクルーシ
ブな教授法を活
用する



より完全な指導
チーム

知識

教授法

私の学びを助け
る：教授学的な文
脈の知識を活用す

る

社会情緒

私を招待する：学
問分野と大学の中

に

私を含める

：インクルーシ
ブな教授法を活
用する

教員とGTAにで
きること



我々は794名のLAによる授業の省察から得た
データを用いて説明モデルをテストした

「『LAである』とはどういう意味ですか」
に対する回答

結果：同じカテゴリーと
統合カテゴリーを用いて
全ての回答をコーディングできた



カテゴリー LAの回答の例

社会情緒
+ 教授法

+ 知識

LAであることで学生とコース教員との関係形成に貢献していると思う。（教員より
も）親密なLAとのセッションに基づいて、授業で行っていることと、より実践的な
学びとの橋渡しをすることがLAの理想的な役割だと考えている。知的成長を促し、
ある主題に対する興味を育てることもまた、LAであることの意味だと思う。

Social Emotional 
+ Pedagogy

“Being an LA means assisting students in the best and most positive way I can. This includes 
not only providing assistance with questions, but also encouraging a positive learning 
environment in which everyone feels they can ask any question.”

Knowledge “An LA is a student that has taken their course and succeeded in it. They understand the 
concepts and difficult parts of the course, and have the desire and ability to share that 
knowledge with the new students.”

Social Emotional “Being an LA means truly caring about others. An LA (like myself) understands the difficulties 
that many of their students are going through, and want to show them how to get through it 
by using encouragement.”

Pedagogy “I think it means to help give students the tools and guide their ideas so they can learn the 
best they can. We aren't teaching we are guiding them to learn concepts and helping 
supplement their learning.”



カテゴリー LAの回答の例

社会情緒
+ 教授法

+ 知識

LAであることで学生とコース教員との関係形成に貢献していると思う。（教員より
も）親密なLAとのセッションに基づいて、授業で行っていることと、より実践的な
学びとの橋渡しをすることがLAの理想的な役割だと考えている。知的成長を促し、
ある主題に対する興味を育てることもまた、LAであることの意味だと思う。

社会情緒
+ 教授法

LAであることは、できる限り前向きなやり方で学生を支援することを意味する。こ

れには、疑問を解決する手助けをするだけでなく、全員が『どんな質問をしてもい
い』と思える肯定的な学習環境を促すことも含まれる

Knowledge “An LA is a student that has taken their course and succeeded in it. They understand the 
concepts and difficult parts of the course, and have the desire and ability to share that 
knowledge with the new students.”

Social Emotional “Being an LA means truly caring about others. An LA (like myself) understands the difficulties 
that many of their students are going through, and want to show them how to get through it 
by using encouragement.”

Pedagogy “I think it means to help give students the tools and guide their ideas so they can learn the 
best they can. We aren't teaching we are guiding them to learn concepts and helping 
supplement their learning.”



カテゴリー LAの回答の例

社会情緒
+ 教授法

+ 知識

LAであることで学生とコース教員との関係形成に貢献していると思う。（教員より
も）親密なLAとのセッションに基づいて、授業で行っていることと、より実践的な
学びとの橋渡しをすることがLAの理想的な役割だと考えている。知的成長を促し、
ある主題に対する興味を育てることもまた、LAであることの意味だと思う。

社会情緒
+ 教授法

LAであることは、できる限り前向きなやり方で学生を支援することを意味する。こ

れには、疑問を解決する手助けをするだけでなく、全員が『どんな質問をしてもい
い』と思える肯定的な学習環境を促すことも含まれる

知識 LAは、すでにそのコースを良い成績で修了している学生である。そのコースのコン

セプトや難しい部分を理解していて、その知識を新入生と共有することを望み、ま
たそのための能力ももっている

Social Emotional “Being an LA means truly caring about others. An LA (like myself) understands the difficulties 
that many of their students are going through, and want to show them how to get through it 
by using encouragement.”

Pedagogy “I think it means to help give students the tools and guide their ideas so they can learn the 
best they can. We aren't teaching we are guiding them to learn concepts and helping 
supplement their learning.”



カテゴリー LAの回答の例

社会情緒
+ 教授法

+ 知識

LAであることで学生とコース教員との関係形成に貢献していると思う。（教員より
も）親密なLAとのセッションに基づいて、授業で行っていることと、より実践的な
学びとの橋渡しをすることがLAの理想的な役割だと考えている。知的成長を促し、
ある主題に対する興味を育てることもまた、LAであることの意味だと思う。

社会情緒
+ 教授法

LAであることは、できる限り前向きなやり方で学生を支援することを意味する。こ

れには、疑問を解決する手助けをするだけでなく、全員が『どんな質問をしてもい
い』と思える肯定的な学習環境を促すことも含まれる

知識 LAは、すでにそのコースを良い成績で修了している学生である。そのコースのコン

セプトや難しい部分を理解していて、その知識を新入生と共有することを望み、ま
たそのための能力ももっている

社会情緒 LAであることは、真の意味で他者を気にかけるということだ。(私のような) LAは、

担当の学生の多くが経験している困難を理解しており、励ますことでその困難を乗
り越える方法を示したいと思っている

Pedagogy “I think it means to help give students the tools and guide their ideas so they can learn the 
best they can. We aren't teaching we are guiding them to learn concepts and helping 
supplement their learning.”



カテゴリー LAの回答の例

社会情緒
+ 教授法

+ 知識

LAであることで学生とコース教員との関係形成に貢献していると思う。（教員より
も）親密なLAとのセッションに基づいて、授業で行っていることと、より実践的な
学びとの橋渡しをすることがLAの理想的な役割だと考えている。知的成長を促し、
ある主題に対する興味を育てることもまた、LAであることの意味だと思う。

社会情緒
+ 教授法

LAであることは、できる限り前向きなやり方で学生を支援することを意味する。こ

れには、疑問を解決する手助けをするだけでなく、全員が『どんな質問をしてもい
い』と思える肯定的な学習環境を促すことも含まれる」

知識 LAは、すでにそのコースを良い成績で修了している学生である。そのコースのコン

セプトや難しい部分を理解していて、その知識を新入生と共有することを望み、ま
たそのための能力ももっている

社会情緒 LAであることは、真の意味で他者を気にかけるということだ。(私のような) LAは、

担当の学生の多くが経験している困難を理解しており、励ますことでその困難を乗
り越える方法を示したいと思っている

教授法 できる限り最高のことを学べるように学生にツールを与え彼ら・彼女らの考えを導
くことを意味すると思う。LAは教えているのでなくて、学生がコンセプトを学ぶよ
うに導き、彼ら・彼女らの学びを補っている



「LAであることは、教授の知識と学生の経験との橋渡しとなることを

意味する。最高の教員でも学生全員とつながりを持つことは不可能だ
し、自分と同じレベルの教育者との絆を結ぶ方がはるかに簡単な場合
もある」

「LAであることは、ブリッジングやメタ認知のテクニックなどのツー

ルを紹介することで学習過程において学生を支援し、答えを見つける
手伝いをすることだ。 TAや教授なら答えを教えるかもしれないが、そ
れと反対のことをやっている」

教授学的な文脈の
知識

知識 + 教授法



「知的成長を促し、ある主題に対する興味を育てることもまた、LAであることの意
味だと思う」

「学習で大事なのは内容だけでなく、概念という領域の中と外で自分の意見が受け
入れられるよう主張することだ。STEMの専門職につく人を増やし、知識を構築す
るために、LAは、積極的な学び、コミュニケーション、自分の考えの主張を促すた
めに授業に参加している」

「主題と学び全般に対する本物の熱意を見せるのは、学生に刺激を与える上で最も
重要なことだ」

「自分と同じ学部学生の方が威圧的でないし、おそらく学生との関係を構築しやす
いから、学生はワクワクする気持ちや好奇心を抱きやすい」

「LAは、最初はマジックのように思えるかもしれない専門知識やコツに気づきやす
くなる方法も教えることができる」

学問分野に学生を
招待する

知識 + 社会情緒



「LAの主な仕事は、『一人ぼっち』『意見を言えない』と感じやすい場合

もある大教室で、不安に感じることなく質問したり学んだりできるように
学生を助けることだと思う」

「LAであるとは、同じような年頃の人のメンターになって、怖がったり恐
れたり恥ずかしがったりすることなく手を差し伸べることを意味する」

「LAの役割は、学びを促す環境づくりを手伝うことだ。つまり人を見かけ
や言動で判断することや差別、ハラスメントのない環境を作ることがLAの
責任である」

「また、教授にフィードバックを提供し学生からのコメントを伝えること
で教室内の学生の声になることでもある」

インクルーシブな
教授法を活用 社会感情 + 教授法



「LAは、学生のために橋渡しをして、より
近づきやすい方法で大学院生のTAや博士課

程・博士課程修了後の教授と学生をつなげ
る。新入生はこれらの人たちに話しかける
時に萎縮してしまうこともあるので、TAや
教授にそうした心配を伝えてくれる、（自
分たちと同じ）学部学生がいるのは安心
だ」

「仲間と『教育者』の両方の役割を果たすポジションである。その役割により、
堅苦しい境界線のせいで、『教授の邪魔になるのでは』『自分は無能なのでは』
という恐れから助けを求めることができないでいるかもしれない学生の心にでき
た心理的壁を壊すことができる可能性がある」

「LAとしての私の仕事には、大学と協力して指導法や学生、LAプログラムの全体
的効果について大学に意味あるフィードバックを提供することも含まれる」



LAAのミッション：大学どうしを
つなげることでLAモデルの実践と
アセスメントを支援する

https://learningassistantalliance.org/

15か国 |  399の大学 |   2334名のメンバー
ラーニングアシスタントアライアンス(LAA)

https://learningassistantalliance.org/


ラーニングアシスタントアライアンスの有益なリソース
https://learningassistantalliance.org/

プログラムとデ
ータを管理する
ソフトウェア

自動アセス
メント
システム

プログラム
用リソース

国際コミュ
ニティ

https://learningassistantalliance.org/
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